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○福井市自然史博物館の設置及び管理に関する条例 
平成２４年３月２２日 

条例第４号 
改正 平成２６年９月２４日条例第３８号 

平成３１年３月２０日条例第７号 
福井市自然史博物館設置条例（昭和４５年福井市条例第４５号）の全部を改正する。 
（設置） 

第１条 郷土における自然史に関する知識の普及を図り、文化の発展に資するため、福井市自然史
博物館（以下「自然史博物館」という。）を設置する。 

２ 自然史博物館に分館を設置する。 
（位置） 

第２条 自然史博物館は、福井市足羽上町１４７番地に置く。 
２ 自然史博物館の分館（以下「分館」という。）は、福井市中央１丁目２番１号に置く。 
（事業） 

第３条 自然史博物館（分館を除く。）は、次に掲げる事業を行う。 
(1) 自然史に関する資料（以下「資料」という。）の収集、保管及び展示に関すること。 
(2) 資料の利用に関し必要な説明、助言、指導等を行い、又は実習室、図書室、会議室等を設置し、
これを利用させること。 

(3) 自然史に関する調査、研究及び助言に関すること。 
(4) 自然史に関する案内書、解説書、目録、図録、年報、調査研究の報告書等の作成及び頒布に関
すること。 

(5) 自然史に関する講演会、講習会、映写会、研究会等の開催に関すること。 
(6) 他の博物館、博物館と同一の目的を有する施設等と連絡し、協力し、刊行物及び情報の交換、
博物館資料の相互貸借等を行うこと。 

(7) 学校、図書館、研究所、公民館等の教育、学術又は文化に関する諸施設と協力し、その活動を
援助すること。 

(8) 自然史博物館（分館を除く。）の施設及び設備の提供に関すること。 
(9) 前各号に掲げるもののほか、第１条の目的を達成するために必要な事業 

２ 分館は、次に掲げる事業を行う。 
(1) 天文及び宇宙科学に関する資料（以下「天文資料」という。）の収集、保管、調査、研究及び
展示に関すること。 

(2) ドームシアターでの天文資料の投影及び解説並びにその他の映像の投影に関すること。 
(3) 分館の施設及び設備の提供に関すること。 
(4) 前３号に掲げるもののほか、第１条の目的を達成するために必要な事業 
（入館の拒否） 

第４条 福井市教育委員会（以下「教育委員会」という。）及び第１５条の規定による指定を受け
て分館の管理を行うもの（以下「指定管理者」という。）は、自然史博物館に入館しようとする
者が次の各号のいずれかに該当するときは、入館を拒否することができる。 
(1) 公の秩序又は善良の風俗を乱す行為をするおそれがあるとき。 
(2) 他人に危害を加え、又は迷惑を及ぼすおそれがあるとき。 
(3) 自然史博物館の施設及び設備（以下「施設等」という。）又は資料を損傷するおそれがあると
き。 

(4) 前３号に掲げるもののほか、自然史博物館の管理及び運営上支障がある行為をするおそれがあ
るとき。 
（入館料） 

第５条 自然史博物館（分館を除く。）に入館しようとする者は、別表第１に定める額の入館料を
市長に納付しなければならない。 
（入館者の遵守事項） 

第６条 自然史博物館に入館した者（以下「入館者」という。）は、次に掲げる事項を守らなけれ
ばならない。 
(1) 公の秩序又は善良の風俗を乱す行為をしないこと。 
(2) 他人に危害を及ぼし、又は迷惑となる行為をしないこと。 
(3) 展示品等の管理上支障のある行為をしないこと。 
(4) 前３号に掲げるもののほか、自然史博物館の管理及び運営上支障がある行為をしないこと。 

２ 教育委員会及び指定管理者は、入館者が前項の規定に違反し、又は違反するおそれがあるとき
は、その者に対して退館を命じ、又は必要な措置をとることができる。 
（使用等の承認） 

第７条 自然史博物館（分館を除く。）の施設及び設備を使用しようとする者は、教育委員会の承
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認を受けなければならない。 
２ 分館の施設及び設備を利用しようとする者は、あらかじめ教育委員会規則で定めるところによ
り、指定管理者の承認を受けなければならない。承認を受けた事項を変更しようとするときも、
同様とする。 

３ 教育委員会及び指定管理者は、自然史博物館の管理及び運営上必要があると認める場合は、前
２項の承認（以下「使用等の承認」という。）に条件を付することができる。 
（使用等の不承認） 

第８条 教育委員会及び指定管理者は、使用等の承認を申請する者による施設等の使用又は利用が
次の各号のいずれかに該当するときは、使用等の承認をしないものとする。 
(1) 公の秩序又は善良の風俗を害するおそれがあるとき。 
(2) 施設等を汚損し、又は破損するおそれがあるとき。 
(3) 前２号に掲げるもののほか、自然史博物館の管理及び運営上支障があると認められるとき。 
（使用料及び利用料金） 

第９条 自然史博物館（分館を除く。）の施設及び設備の使用料は、無料とする。 
２ 第７条第２項の承認を受けた者（以下「分館利用者」という。）は、指定管理者にその利用に
係る料金（以下「利用料金」という。）を支払わなければならない。 

３ 利用料金の額は、別表第２に定める上限額を超えない範囲内で指定管理者が定める額とする。 
４ 前項の規定にかかわらず、特別展、特別上映及び特別の行事に係る利用料金の額は、当該展示、
上映又は行事に要する費用を勘案して指定管理者がその都度定める額とする。 

５ 前２項に定めるもののほか、指定管理者が定める施設、附属設備及び備品の利用料金の額は、
実費を勘案して指定管理者が定める額とする。 

６ 指定管理者は、利用料金の額を定めるときは、あらかじめ当該利用料金の額について市長の承
認を受けなければならない。その額を変更しようとするときも、同様とする。 

７ 指定管理者は、利用料金をその収入として収受するものとする。 
８ 分館利用者は、利用料金を前払いしなければならない。ただし、指定管理者が後払いすること
について特別の理由があると認めるときは、後払いすることができる。 
（入館料及び利用料金の不還付等） 

第１０条 既に納入した入館料は、還付しない。ただし、市長が特に必要があると認めるときは、
その全部又は一部を還付することができる。 

２ 既に納入した利用料金は、返還しない。ただし、指定管理者は、規則で定めるところにより、
当該利用料金の全部又は一部を返還することができる。 
（入館料及び利用料金の免除） 

第１１条 市長は、特に必要があると認めるときは、入館料を免除することができる。 
２ 指定管理者は、規則で定めるところにより、利用料金の全部又は一部を免除することができる。 
（使用者及び分館利用者の遵守事項） 

第１２条 第７条第１項の承認を受けた者（以下「使用者」という。）及び分館利用者は、次に掲
げる事項を守らなければならない。 
(1) 使用等の承認を受けた使用若しくは利用の内容を変更し、又は使用若しくは利用の目的以外に
使用しないこと。 

(2) 施設等を毀損し、又は汚損しないこと。 
(3) 使用等の承認を受けた施設等を転貸し、又は当該承認に基づく権利を譲渡しないこと。 
(4) 館内の秩序又は風俗を乱す行事をしないこと。 
(5) 承認を受けないで作品、物品等の販売、寄附金の募集、立看板の掲示その他これらに類する行
為をしないこと。 

(6) 前各号に掲げるもののほか、自然史博物館の管理及び運営上支障がある行為をしないこと。 
２ 教育委員会及び指定管理者は、使用者又は分館利用者が前項の規定に違反したときは、使用等
の承認を取り消すことができる。 

３ 使用者及び分館利用者は、施設等の使用又は利用を終了したときは、原状に回復しなければな
らない。 
（損害賠償の義務） 

第１３条 入館者、使用者及び分館利用者は、施設等又は資料を故意又は過失により汚損し、破損
し、又は滅失させたときは、損害を賠償しなければならない。ただし、市長がやむを得ない理由
があると認めるときは、賠償額の全部又は一部を免除することができる。 
（自然史博物館運営協議会） 

第１４条 博物館法（昭和２６年法律第２８５号）第２０条第１項の規定に基づき、自然史博物館
に福井市自然史博物館運営協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

２ 協議会の委員（以下「委員」という。）の定数は、１０人以内とする。 
３ 委員は、次に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱し、又は任命する。 
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(1) 学校教育の関係者 
(2) 社会教育の関係者 
(3) 家庭教育の向上に資する活動を行う者 
(4) 学識経験者 
(5) 前各号に掲げる者のほか、教育委員会が必要と認める者 

４ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員に欠員を生じた場合における補欠の委員の任期は、
前任者の残任期間とする。 

５ 委員は、再任されることができる。 
（指定管理者による管理） 

第１５条 分館の管理は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第２４４
条の２第３項の規定により、法人その他の団体であって教育委員会が指定するものに行わせるも
のとする。 
（指定管理者が行う業務の範囲） 

第１６条 指定管理者は、分館の次に掲げる業務を行うものとする。 
(1) 分館の施設及び設備の利用の承認に関する業務 
(2) 分館の施設及び設備の維持管理に関する業務 
(3) 前２号に掲げるもののほか、分館の管理及び運営に必要な業務のうち、市長及び教育委員会の
みの権限に属するものを除く業務 
（指定管理者による管理の期間の限度） 

第１７条 指定管理者が分館の管理を行う期間の限度は、指定管理者の指定を受けた日の属する年
度の翌年度の４月１日から起算して５年とする。ただし、再指定を妨げない。 
（指定管理者の指定の申請） 

第１８条 指定管理者の指定（前条ただし書の再指定を含む。以下同じ。）を受けようとするもの
は、分館の各事業年度の事業計画書（次条において「事業計画書」という。）、各事業年度の収
支予算書その他の教育委員会規則で定める書類を添えて、教育委員会に申請しなければならない。 
（指定管理者の指定） 

第１９条 教育委員会は、指定管理者の指定の申請があったときは、次に掲げる基準の全てを満た
しているもののうちから指定管理者の候補者を選定し、議会の議決を経て、指定管理者の指定を
しなければならない。 
(1) 分館の運営が住民の平等利用を確保することができるものであること。 
(2) 事業計画書の内容が分館の効用を最大限に発揮させているものであること。 
(3) 事業計画書の内容が分館の管理に係る経費の縮減を図るものであること。 
(4) 指定管理者の指定の申請をしたものが、事業計画書に沿った業務を安定して行う物的能力及び
人的能力を有していること。 

２ 前項の規定にかかわらず、教育委員会は、前条の規定による申請がなかったとき、又は特に必
要と認めるときは、同条の規定による申請によらないで、分館の管理及び運営を効果的に達成す
ることができるものを指定管理者の候補者として選定し、議会の議決を経て、指定管理者の指定
をすることができる。 

３ 教育委員会は、第１項の規定により指定管理者の候補者を選定するときは、あらかじめ福井市
附属機関設置条例（平成１０年福井市条例第１８号）第２条の規定により設置する福井市指定管
理者選定委員会の意見を聴かなければならない。 
（指定の取消し等） 

第２０条 教育委員会は、法第２４４条の２第１１項の規定により、前条第１項及び第２項の規定
による指定を取り消し、又は期間を定めて管理及び運営の業務の全部若しくは一部の停止を命ず
ることができる。 

２ 前項の規定により指定管理者の指定が取り消され、新たな指定管理者が分館の管理及び運営を
行うまでの期間又は指定管理者が管理及び運営の業務の全部若しくは一部の停止を命ぜられた期
間における分館の管理及び運営は、必要に応じて教育委員会が行うものとする。この場合におい
て、第４条及び第６条から第１２条までの規定中指定管理者の権限とされているものについては、
教育委員会の権限とし、教育委員会がしたものとみなす。 

３ 前項の場合において、分館利用者は、第９条第３項の規定により定められた利用料金の額を分
館の施設及び設備の使用料として市長に納付しなければならない。 

４ 第１項の規定により指定を取り消し、又は期間を定めて管理及び運営の業務の全部若しくは一
部の停止を命じた場合において指定管理者に損害が生じても、教育委員会はその賠償の責めを負
わない。 
（指定管理者の指定等の公示） 

第２１条 教育委員会は、指定管理者の指定をしたとき、又はその指定を取り消したときは、遅滞
なく、その旨を公示するものとする。 
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（事業報告書の作成及び提出） 
第２２条 指定管理者は、毎年度終了後２月以内に、次に掲げる事項を記載した事業報告書を作成
し、教育委員会に提出しなければならない。ただし、年度の途中において指定管理者の指定を取
り消されたときは、その取り消された日から起算して２月以内に当該年度の当該日までの間の事
業報告書を提出しなければならない。 
(1) 分館の管理業務の実施状況及び利用状況 
(2) 分館の利用料金の収入状況 
(3) 分館の管理に係る経費の収支状況 
(4) 前３号に掲げるもののほか、指定管理者による分館の管理の実態を把握するために必要なもの
として教育委員会が別に定める事項 
（報告の聴取等） 

第２３条 教育委員会は、分館の管理の適正を期するため、指定管理者に対し、その管理の業務又
は経理の状況に関し、定期に、又は必要に応じて臨時に報告を求め、実地に調査し、又は必要な
指示をすることができる。 
（指定管理者の原状回復義務） 

第２４条 指定管理者は、分館の管理の期間が満了したとき、又は指定管理者の指定を取り消され、
若しくは期間を定めてその管理の業務の全部若しくは一部の停止を命ぜられたときは、その管理
しなくなった分館の施設及び設備を速やかに原状に回復しなければならない。ただし、市長の承
認を受けたときは、この限りでない。 
（指定管理者の秘密保持義務） 

第２５条 指定管理者の業務に関与する者は、分館の管理の業務に関して知り得た秘密を漏らして
はならない。指定管理者の業務に関与しなくなった後も、同様とする。 
（委任） 

第２６条 この条例に定めるもののほか、自然史博物館の管理及び運営に関し必要な事項は、規則
及び教育委員会規則で定める。 
附 則 

（施行期日） 
１ この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 
（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に改正前の福井市自然史博物館設置条例第５条に規定する福井市自然史
博物館協議会の委員である者は、この条例の施行の日に、改正後の福井市自然史博物館設置及び
管理に関する条例第１４条第３項の規定により福井市自然史博物館運営協議会の委員に委嘱され、
又は任命された者とみなす。この場合において、その委嘱され、又は任命されたものとみなされ
る者の任期は、同条第４項の規定にかかわらず、平成２５年６月３０日までとする。 
附 則（平成２６年９月２４日条例第３８号） 

（施行期日） 
１ この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 
（準備行為） 

２ 指定管理者の指定及びその指定に関し必要なその他の行為は、この条例の施行の日前において
も、第１８条、第１９条及び第２１条の規定の例により行うことができる。 

３ 前項の規定により指定を受けた指定管理者は、この条例の施行の日前においても、第７条及び
第８条の規定の例により分館の利用の承認及び不承認を行うことができる。 
附 則（平成３１年３月２０日条例第７号抄） 

（施行期日） 
１ この条例は、平成３１年１０月１日（以下「施行日」という。）から施行する。ただし、第１
条中福井市にぎわい交流施設の設置及び管理に関する条例第２条の改正規定、第９条中福井市総
合ボランティアセンターの設置及び管理に関する条例第２条の改正規定、第１７条中福井市観光
物産館の設置及び管理に関する条例第２条の改正規定、第４０条中福井市中央卸売市場業務条例
第４４条の改正規定、第５１条中福井市児童館条例第２条の改正規定、第５８条中福井市自然史
博物館の設置及び管理に関する条例第２条の改正規定及び第６１条中福井市おさごえ民家園条例
第５条の改正規定は、公布の日から施行する。 
（使用料等に関する経過措置） 

２ この条例（第４３条、第５６条及び第５７条の規定を除く。）による改正後のそれぞれの条例
の規定は、施行日以後の使用、利用、占用、観覧、配湯、採取及び搬入等（以下「使用等」とい
う。）に係る使用料、利用料、利用料金、占用料、観覧料、配湯料、採取料、土砂採取料及び手
数料（以下「使用料等」という。）について適用し、施行日前の使用等に係る使用料等について
は、なお従前の例による。 
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別表第１（第５条関係） 
区分 金額 

常設展 個人 １００円
団体 ５０円

特別展 個人 市長がその都度定める額 
団体 特別展に係る個人の入館料の２分の１に相当する額 

備考 
１ 団体とは、１団の入館者の数が２０人以上のものをいう。 
２ 常設展は、次に掲げる者については、無料とする。 
（１） 中学生以下の者 
（２） ７０歳以上の者 
（３） 障害者（障害者基本法（昭和４５年法律第８４号）第２条第１号に規定する障害者を
いう。以下同じ。） 

別表第２（第９条関係） 
区分 単位 金額 

常設展 個人 １日 ４１０円
団体 １日 ３３０円

ドームシアター（通常上映に限
る。） 

個人 一般 １回 ６２０円
子ども １回 ３１０円

団体 一般 １回 ４９０円
子ども １回 ２５０円

備考 
１ 団体とは、１団の分館利用者の数が２０人以上のものをいう。 
２ 常設展の利用料金については、次に掲げる者は無料とする。 
（１） 中学生以下の者 
（２） ７０歳以上の者 
（３） 障害者 
３ ドームシアター（通常上映に限る。）の利用料金については、次に掲げる者は無料とする。
（１） ３歳未満の者 
（２） 障害者 
４ 一般とは、１５歳以上の者（中学生を除く。）をいう。 
５ 子どもとは、一般を除く３歳以上の者をいう。 

 


